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 文部科学省が今年４月に実施した、平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果につ

いて、 全国を基準とした経年推移等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせし

ます。結果によると、生徒の生活習慣と学力には相関関係があることから、引き続き、保護者の皆様

にもご協力をお願いいたします。  

【全体概要】 ※調査結果について 

 教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

（※今年度より、Ａ・Ｂ問題が一体化されましたので、グラフを分けています。） 

＜学力調査結果の概要＞ 

○国語について 

 →平均正答率は、大阪府と全国平均を上回っています。「読むこと」は、全国平均を下回って 

  いますが、それ以外は全て上回りました。 

○数学について 

 →平均正答率は、大阪府と全国平均をかなり上回っています。また、全ての観点で全国平均を 

  上回っています。 

○英語について 

 →平均正答率は、大阪府と全国平均をかなり上回っています。また、全ての観点で全国平均を 

  上回っています。 

※本調査は、平成19年度から実施されています。 

※平成23年度は中止(東日本大震災)、平成24年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。 

※英語の「話すこと」調査は、全国で実施していない自治体がある等、【参考値】として公表されることから、 

 対全国比は掲載していません。 

学力調査の結果  



質問紙調査の結果 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。  

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。  

 規範意識の向上と生徒主体の授業づくりや「書くこと」の取組、コンピュータや書画カメラなどの

ＩＣＴ機器を利用した授業、「自主学習ノート」などにより学習に対する関心・意欲・態度が高まっ

たことにより、今年度の「学力調査」は全て全国平均を上回った。「学習規律」や「授業改善」「家

庭学習」「学習会」などの取組を行ってきた成果だと考えられる。長年の本校の課題である学習習慣

については、毎年定着しつつありますが、生活習慣と同様さらなる改善が必要で、引き続き、保護者

の皆さまのご協力をお願いします。  

＜質問紙調査結果の概要＞ 

 ○学習に対する関心・意欲・態度→肯定的な回答が全国平均を上回っています。 

 ○生活習慣→肯定的な回答が全国平均を下回っています。 

 ○学習習慣→肯定的な回答が全国平均を上回っています。 

 ○規範意識→肯定的な回答が全国平均を上回っています。 
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質問紙に関する調査 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。 【成果のあった項目】  
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国語の授業では、目的に応じて、自分

の考えを話したり書いたりしている 数学の授業の内容はよく分かる 

原稿などの準備をすることなく、（即興で）自分の考えや

気持ちなどを英語で伝え合う活動が行われていたと思う 

授業で自分の考えを発表する機会では，自分の考え

がうまく伝わるよう，資料や文章，話の組み立てな

どを工夫して発表していたと思う 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを

深めたり、広げたりすることができていると思う 

 学校の授業時間以外に，普段(月～金曜日)、１日当たり

の読書の時間 



（考察） 

 学習に対する興味・関心等の質問について

は、全て全国平均を上回り、学習意欲が高いこ

とが分かる。これまでＰＴＡの協力でスクリー

ンなどを購入していただき、教員がＩＣＴ機器

を活用しやすくなったことも学習意欲や理解度

を高めていると考えられる。今後、授業で大切

にしていくべき項目についても全国平均を上

回っている。規範意識が高くなってきたことが

落ち着いた学校となり、良い学習環境となって

いる。「難しいことでも、失敗を恐れないで挑

戦している」が今後も高い肯定的な回答となる

よう、生徒にとって良い課題を与えていきた

い。 

 1.2年生までに受けた授業でのコン

ピュータなどのICT使用 学校の規則を守っている 
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毎日、同じくらいの時刻に寝ている 自分には、よいところがあると思う 

【課題が残った項目】  



分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

（１）授業改善について 

 引き続き「生徒主体の授業づくり」をテーマに、教員による1学期１回以上の公開授業を行い、Hirakata授業

スタンダードに基づいた「主体的・対話的で深い学び」の授業の研究を行い、授業改善を行っていきます。課題

である「書くこと」の取組として週1回、作文の時間を設け、生徒にテーマを与え、文を書くことについて慣れ

させ、苦手意識を克服し、書く内容の質の改善も行っていく。 また、学習低位層の生徒には、授業中のきめ細

かな指導を行うだけでなく、放課後や個人懇談期間中などに自習学習室を活用しながら指導を行います。     

（２）学習規律について 

 小中一貫による小学校と連携した規律を徹底します。また、生徒のチャイム前着席指導や教師のチャイムと同

時開始の授業、全教員による授業前後の見回りによる授業が始まるまでの規律の徹底を図っていきます。 

（３）家庭学習について 

 全国学力学習状況調査の結果分析から「小中一貫家庭学習の手引き」を作成し、各家庭に配布します。また、

計画的な宿題や課題の質や量を充実させ、家庭学習の機会をつくっています。引き続き、小学校で行っている自

学自習ノートを継続して取り組み、家庭学習の推進を図っていきます。 

（考察）三中の課題として生活習慣が挙げら

れる。学力調査の結果と、生活習慣や学習習

慣の結果には相関関係があると言われている

ように、「習慣」を改善していく必要があ

る。「自分には、よいところがあると思う」

が全国平均より極端に低い。少しのことでも

自分を褒めることや周りの大人が自己肯定感

を高める声かけなどが必要である。読書習慣

にも課題がある。読書は、語彙力や思考力、

想像力などを高めるだけでなく、一生で経験

できないようなことも疑似体験でき、物事を

多角的にとらえることができ、問題解決能力

も身に付けることができるので、読書習慣の

改善は必要である。  

学校の授業時間以外に，普段(月～金曜日)、１日当た

りの読書の時間 
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昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考

書、漫画や雑誌を除く）を読んだり、借りたりするため

に、学校図書館・学校図書室や地域の図書館に行く頻度 

授業でもっとコンピュータなどのICTを

活用したいと思うか 



＜数学＞  

成果や課題があった設問  

【成果】  証明の根拠として用いられている三角形の

合同条件を理解している 

 ７（１） 正答率 無解答率 

本校 84.4 2.7 

全国 75.8  5.2 

（考察） 

 証明の書き方や合同条件について、少人数授業できめ細かい指導を行った結果が表れている。ど

の部分を証明の根拠にしているのか、図をもとに考え、書き込む指導を行ってきたため、安易に直

角があるから直角三角形の合同条件を使うと考えるのではなく、2組の辺とその間の角がそれぞれ

等しいということに注目することができていた。 

 今後も、単に書き方を教えるのではなく、図をもとに色分けするなど工夫しながら、根拠は何か

を考えさせる指導を行っていく。 

正答  ２組の辺とその間の角 

教科に関する調査 



【課題】  グラフ上の点Ｐの y 座標と点Ｑの y 座標の差を，事象に即して解

釈することができる 



 ６（１） 正答率 無解答率 

本校 39.8  0.5 

全国 38.8 0.3 

（考察） 

 与えられたデータから、どのような条件のときに、どれが安くなるかなどを、関数を

用いた根拠をもとに説明していく問題であった。今後に向けて、式・グラフ・表の関係

（式からグラフ、表をつくるなど）を意識した技能的な教材だけではなく、グラフの傾

きや、ｘ軸、ｙ軸がどのような意味を表しているかを考える機会を増やしていきたい。

実生活と関数の関係に着眼した教材の選定を教科部会を中心に深めていく。 

正答  エ 



放送内容 

(2) Listen to the CD and write your ideas in your notebook. 

＜英語＞  
成果や課題があった設問  

【成果】  
英語を聞き、適する絵を選ぶ 

 １（２） 正答率 無解答率 

本校 96.8  0.0 

全国 88.6 0.1 

（考察） 

 本問題だけでなく、英語を聞いてその内容に合う絵を選ぶ問題は全体的に正答率が

高かった。簡単な内容の英文であれば、内容を捉えられる力がついていると考えられ

る。この傾向が続くよう授業でも本文導入前に教科書本文の内容を捉えるリスニング

を行うことや英語で授業を進めることで、英語で話された内容を捉える練習を引き続

き行っていく。 

正答  ３ 



【課題】  
資料を読み、自分の考えを英語で書く 



（考察） 

 英語で書かれた資料を読み取り、その内容について自分の意見を書くという内容読

解と表現力を同時に試される難易度の高い問題である。今後、長文問題においては従

来の一問一答形式の問題でなく、このような自分の意見を英語で簡潔に表現できる力

がより求められていくと考えられる。授業において、生徒自身の考えを表現させる機

会を持つとともに、発表する機会を多く持ち、自分の考えを表現する力の育成を行っ

ていく。 

 ・We don’t waste the food in our school lunch. 

 ・We don’t waste our dinner. 

 ・We should not buy too much food. 

 ・If I can’t eat everything, I can share it with others. 

 ・We should give food to poor countries to help hungry people. 

 ８ 正答率 無解答率 

本校 17.2  22.0 

全国 10.9 27.9 

解答例 



 ２（３） 正答率 無解答率 

本校 60.5 8.6 

全国 60.4 8.9 

（考察） 

 今回の問題の中で、最も無解答率が高かった問題であった。確実に書く力はついてき

てはいるものの、今回の問題のように書く条件が複数あり、それを満たしながら文章作

成することは難しかった。 

 授業で、複数の条件があるなどの問題に対してひとつずつ明確に指導をしていく必要

がある。そして、問題に対して、自分の身近なことに結びつけ、それを具体的に表現で

きるような指導も引き続き行っていく。 
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＜国語については、最終ページよりご覧下さい＞ 





【課題】  

話合いの流れを踏まえ、「どうするか決まっていないこと」に

ついて自分の考えを書く 



 ３（２） 正答率 無解答率 

本校 84.9  6.5 

全国 77.8  7.9 

（考察） 

 これまでの国語の学習では「書く」力を

養うことを重点目標として行ってきた。各

単元で必ず自分の考えをまとめるよう指導

を行ってきたが、２年生時、自分の文章は

自分が納得いくものでなく、相手がいて、

読みやすい文章であることが必須であると

いうことを強く伝えてきた。「相手にわか

りやすく」するためにどのようなことば選

びや、書き方が適切なのかをよく考えて取

り組んできた成果が表れてきた。 

 今後も「書く」ことに重点を置き、自分

の表現が相手に伝わりやすいものかどう

か、ペア学習やグループ学習をとおして評

価し、自分で推敲できるよう取り組んでい

かせたい。 
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＜国語＞  

成果や課題があった設問  

【成果】  
意見文の下書きに書き加える言葉として適切なものを選択する 


